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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】令和1年7月25日(2019.7.25)

【公開番号】特開2018-1704(P2018-1704A)
【公開日】平成30年1月11日(2018.1.11)
【年通号数】公開・登録公報2018-001
【出願番号】特願2016-135205(P2016-135205)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/525    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/46     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/60     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/12     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/393    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   29/38     　　　Ｚ
   Ｂ４１Ｊ    2/525    　　　　
   Ｈ０４Ｎ    1/46     　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ    1/40     　　　Ｄ
   Ｇ０６Ｔ    1/00     ５１０　
   Ｇ０６Ｆ    3/12     ３０５　
   Ｇ０６Ｆ    3/12     ３０８　
   Ｇ０６Ｆ    3/12     ３２９　
   Ｇ０６Ｆ    3/12     ３２５　
   Ｇ０６Ｆ    3/12     ３５４　
   Ｂ４１Ｊ   29/393    １０７　

【手続補正書】
【提出日】令和1年6月14日(2019.6.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　画像処理装置と、当該画像処理装置で処理された印刷ジョブを受信してシートに画像を
印刷する印刷装置とを有する印刷システムであって、
　前記印刷装置は、
　シートに印刷した画像を測定する測定手段と、
　前記画像処理装置から受信した印刷ジョブが、前記測定手段による測定対象の印刷ジョ
ブかどうか判定する第１判定手段と、
　前記第１判定手段により前記測定対象の印刷ジョブと判定された印刷ジョブを実行して
印刷したシートの画像を前記測定手段により測定させる制御手段と、
　前記制御手段の制御の下で測定された測定結果を前記画像処理装置に送信する第１の送
信手段と、を有し、
　前記画像処理装置は、
　前記測定対象の印刷ジョブを生成する生成手段と、
　前記測定対象の印刷ジョブを前記印刷装置に送信する第２の送信手段と、
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　前記第１の送信手段により送信された前記測定結果を受信すると、当該測定結果を前記
印刷装置で印刷させる印刷ジョブに適用する適用手段と、
を有することを特徴とする印刷システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
　前記適用手段は、前記測定結果に基づいて画像調整用のキャリブレーションテーブルを
生成し、当該キャリブレーションテーブルを用いて、前記印刷装置に送信する印刷ジョブ
に含まれる画像データを調整することを特徴とする請求項１又は２に記載の印刷システム
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１７】
　画像処理装置と、当該画像処理装置で処理された印刷ジョブを受信してシートに画像を
印刷する印刷装置とを有する印刷システムを制御する制御方法であって、
　前記印刷装置は、
　シートに印刷した画像を測定する測定工程と、
　前記画像処理装置から受信した印刷ジョブが、前記測定工程による測定対象の印刷ジョ
ブかどうか判定する判定工程と、
　前記判定工程で前記測定対象の印刷ジョブと判定された印刷ジョブを実行して印刷した
シートの画像を前記測定工程により測定させる制御工程と、
　前記制御工程の制御の下で測定された測定結果を前記画像処理装置に送信する第１の送
信工程と、を実行し、
　前記画像処理装置は、
　前記測定対象の印刷ジョブを生成する生成工程と、
　前記測定対象の印刷ジョブを前記印刷装置に送信する第２の送信工程と、
　前記第１の送信工程で送信された前記測定結果を受信すると、当該測定結果を前記印刷
装置で印刷させる印刷ジョブに適用する適用工程と、
を実行することを特徴とする印刷システムの制御方法。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　まずＳ４０１でＣＰＵ２２１はキャリブレーション実行部３１５として機能し、印刷ジ
ョブ処理部３１３に対して、センサ２１７によりパッチの色度値を測定するための測定対
象の印刷ジョブの生成を指示する。このときキャリブレーション実行部３１５は、例えば
、不図示の操作部を介してユーザによるキャリブレーション実行指示を受け付けた時点で
、測定対象の印刷ジョブの生成を指示する。他にも、事前に設定された予約時刻に到達す
るなど所定の条件を満たした時点で、自動で測定対象の印刷ジョブの生成を指示してもよ
い。こうして印刷ジョブ処理部３１３は、その生成した印刷ジョブに対してジョブ属性情
報を付与する。このジョブ属性情報は、例えば、ユーザから受け付けた印刷設定や画像処
理装置１０１の機器設定情報に基づき生成される。実施形態１では、センサ２１７による
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測定対象の印刷ジョブであるため、そのジョブ属性情報には、センサによる測定対象であ
ることを画像形成装置１００に通知するための情報が含まれる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　次にＳ４０２に進みＣＰＵ２２１は印刷ジョブ管理部３１２として機能し、データ送受
信部３１４を介して、測定対象の印刷ジョブの実行指示を画像形成装置１００に通知する
。この測定対象の印刷ジョブの実行指示には、前述のジョブ属性情報も含まれる。次にＳ
４０３に進みＣＰＵ２２１は印刷ジョブ処理部３１３として機能し、データ送受信部３１
４を介して画像形成装置１００に、測定対象の印刷ジョブ（パッチの印刷ジョブ）の印刷
データを送信する。この測定対象の印刷ジョブは、１或いは複数のページで構成されてお
り、ここでは測定対象の印刷ジョブを構成する全てのページのデータをページ順に送信す
る。尚、データ送受信部３１４は、測定対象の印刷ジョブのページ数を印刷ジョブ処理部
３１３より取得する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　Ｓ４１１でＣＰＵ２２１はデータ送受信部３１４として機能し、ページカウンタｉを「
０」にセットする。このページカウンタｉは、ＲＡＭ２２３に設けられている。次にＳ４
１２に進みデータ送受信部３１４は、ページカウンタｉを１増やしてＳ４１３に進み、ペ
ージカウンタｉが指すｉページ目の印刷データ（パッチデータ）を画像形成装置１００に
送信する。そしてＳ４１４に進みデータ送受信部３１４は、測定対象の印刷ジョブを構成
する全てのページの印刷データが送信されたか否かを判定する。ここで全てのページの印
刷データが送信済みの場合は、測定対象の印刷ジョブの印刷データ送信処理を終了してＳ
４０４へと処理を進める。一方、全てのページの印刷データ送信が完了していない場合は
、Ｓ４１２へ処理を進める。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　次にＳ４０４でＣＰＵ２２１は印刷ジョブ管理部３１２として機能し、測定対象の印刷
ジョブの印刷データの送信が完了した旨を、データ送受信部３１４を介して画像形成装置
１００に通知する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　次にＳ４０５に進みＣＰＵ２２１はデータ送受信部３１４として機能し、送信した測定
対象の印刷ジョブに従って印刷された用紙をセンサ２１７により測定した結果を画像形成
装置１００から受信する。ここでは測定対象の印刷ジョブを構成する全てのページの測定
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結果を順に受信する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　Ｓ４２１でＣＰＵ２２１はデータ送受信部３１４として機能し、ページカウンタｉを「
０」にセットする。このページカウンタｉはＲＡＭ２２３に設けられている。次にＳ４２
２に進みデータ送受信部３１４は、ページカウンタｉを１増やしてＳ４２３に進む。Ｓ４
２３でＣＰＵ２２１はデータ送受信部３１４として機能し、ページカウンタｉが指すｉペ
ージ目の測定結果を画像形成装置１００から受信する。次にＳ４２４に進みデータ送受信
部３１４は、測定対象の印刷ジョブを構成する全てのページの測定結果を受信したか否か
を判定する。全てのページの測定結果を受信したと判定した場合は、測定対象の印刷ジョ
ブの測定結果受信処理を終了してＳ４０６へと処理を進める。一方、全てのページの測定
結果の受信が完了していない場合はＳ４２２へ処理を進める。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　Ｓ４０６でＣＰＵ２２１はキャリブレーション実行部３１５として機能し、データ送受
信部３１４を介して、測定対象の印刷ジョブの測定結果を取得する。そしてキャリブレー
ション実行部３１５は、その取得した測定結果を用いて、画像調整用のキャリブレーショ
ンテーブルを生成する。そして、このキャリブレーションテーブルが、キャリブレーショ
ン情報管理部３１６によりＨＤＤ２２４に保存される。最後にＣＰＵ２２１はデータ送受
信部３１４として機能し、キャリブレーション処理の完了を画像形成装置１００に通知し
て、この処理を終了する。
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